
■鳥獣被害対策連絡協議会を開催
　町の鳥獣被害防止対策などについて検討する国見町鳥獣被害
対策連絡協議会が 7 月 24 日、国見町役場で開かれました。
　会議では、町の鳥獣被害の現状と課題や被害防止対策、クマ
出没時の緊急連絡体制などについて協議し、関係機関や地域の
みなさんと連携・協力しながら鳥獣被害の未然防止に取り組ん
でいくことを確認しました。

みんなで考えてみませんか？鳥獣被害対策

問産業振興課産業振興係　☎ 585-2986

■鳥獣被害の現状
　昨年度の農作物被害額は、平成 28 年度以前と比較すると大幅
に減少していますが、これは侵入防止柵の設置やカラスの一斉追
払いの実施、生産者への電気柵設置補助金の支給など、被害防
止対策により一定の効果を上げているものと考えています。一
方で、平成 30 年 7 月末現在におけるイノシシやツキノワグマな
どの有害鳥獣捕獲数は、昨年度を上回るペースとなっています。

主な有害鳥獣の捕獲状況（単位：頭数）
鳥獣の種類 H29 H30 ※ 前年比

イノシシ 45 52 116%
ツキノワグマ 2 7 350%
ハクビシン 47 28 60%

※平成 30 年 7 月 31 日現在

野生鳥獣による農作物被害額（単位：千円）
品　目 H27 H28 H29
野　菜 617 41 51
果　樹 5,453 1,430 452
水　稲 155 48 0
合　計 6,225 1,519 503

※被害報告のあったものを集計
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各地でキャンペーン

安全運転を呼びかける佐藤副町長

交通事故に気を付けてね
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■今後の課題
　狩猟者の高齢化による有害鳥獣捕獲の担い手不足が深刻化し、
狩猟者の育成・確保が急務となっています。また、農作物被害
により営農意欲が低下し、耕作放棄地が増え、さらなる鳥獣被
害を招くという悪循環が生じており、被害額の数字に表れる以
上に深刻な状況となっています。

町内で捕獲されたイノシシ

　生産者による営農活動にあわせた農地巡回、駆
逐用花火などによる追払いを実施し、被害の未然
防止に取り組んでいます。
　※駆逐用花火は産業振興課で配付しています。

生産者の被害防止対策1

　新規に狩猟免許を取得する生産者に対し、補助
金を交付しています。
　・対象経費の 1/2（限度額 15,000 円）

　・網猟、わな猟免許取得にかかる狩猟免許受験手数

　　料および県猟友会が開催する初心者狩猟免許講習
　　会受講料

新規狩猟免許取得の支援3

　侵入防止柵（ワイヤーメッ
シュ柵）の設置を推進し、設
置後に適正な管理を行う集落・
地区に対して、侵入防止柵の
修繕用資材を交付しています。

侵入防止柵の設置4

　集落座談会や被害対策講習会を開催し、被害防
止対策の知識習得と自助意識の醸成を図ります。
　集落環境点検を行うことで、餌

えさ

となる放任果樹
の把握、緩衝帯の整備など、生息環境管理を含め
た総合的な対策の必要性と有効性について町民の
みなさんに理解してもらい、集落の自主的な取り
組みへとつなげていきます。

自主的な取り組みへ6

町では、鳥獣被害を未然に防止するため、
各種対策に取り組んでいます。対 策

　有害鳥獣から農作物を守るため、生産者の電気
柵設置にかかる資材購入費に対し、予算の範囲内
で補助金を交付しています。
　　　　　　  事業費の 2/3（上限 50,000 円）

　　　　　　  事業費の 1/3（上限 30,000 円）

電気柵等の防護柵の設置推進2

農業用地
家庭菜園

　町では、鳥獣被害防止計画に基づき、平成 24
年に鳥獣被害対策実施隊を結成し、対象鳥獣の捕
獲などの活動に取り組んでいます。

町鳥獣被害対策実施隊5

捕獲檻の設置・点検、巡回

追払い、集落パトロール

捕獲駆除
主な活動

など

防止柵設置の様子
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